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（注意事項） 

・試験開始の指示があるまで、この試験問題を開かないこと。 

・解答時間は、２時間である。 

・選択問題について、指定された選択数を超えて解答した場合、受験者の解

 答順に選択数の解答のみを採点する。 

・答案の作成に当たっては、Ｂ以上の濃さの鉛筆又はシャープペンシルを用

いて、明瞭に記載すること。 

・答案用紙は無記名とし、全ての用紙に受験番号と選択項目名を記載するこ

と。 

・答案用紙は、設問（左上に記載）ごとに、番号（右上に記載）の順に使用

すること。 

・設問１の答案用紙の選択番号欄には、設問より下位の番号を全て記載する

こと。（例：（２）①） 

・設問２は、答案用紙のはじめの１行を使って、選択した問題番号を記載す

ること。 

・試験終了後は、白紙のものも含め、全ての答案用紙を回収する。 

 全ての答案用紙を右上の番号順に並べ、左上をクリップで留める。 

・試験問題にも受験番号を記載すること。 

 



令和８年 普及指導員資格試験 審査課題イ 【選択項目：畜産】 

 

 

設問１ 用語解説問題 

次の用語について簡潔に説明しなさい。（各200字程度、全体で1,000字程度） 

なお、（１）については必須課題とし、（２）については、①から⑨の用語群の中から

四つを選択して解答しなさい。 

（１）必須 

   正味エネルギー（NE) 

（２）選択 

①一価不飽和脂肪酸 ⑥有効（可消化）アミノ酸 

②ケトーシス  ⑦ブロイラー 

③集約放牧  ⑧豚のマイコプラズマ性肺炎 

④GAP   ⑨COD（化学的酸素要求量） 

⑤日本標準飼料成分表  

 

設問２ 技術適用力問題 

次の二つの設問の中から一つを選び、解答しなさい。（1,600字程度） 

（１）大家畜畜産経営における労働負担軽減策 

大家畜畜産経営における労働時間は、他の畜種や製造業に比べ長い状況にあり、

外部支援組織においても、人材の確保、経営の安定化等の課題を抱え、持続可能な

畜産経営の確立のためには、各種取組の強化等による労働時間短縮・負担軽減は大

きな課題である。 

労働負担軽減に向けた大家畜(酪農及び肉用牛)の生産現場における取組として、

①飼養管理方式の改善、②機械化、③外部化の3つの視点から、その具体例を列記

するとともに、それぞれの課題と対応方策について記述しなさい。 

（２）飼料用米の利用推進 

わが国の飼料自給率は低く、特に濃厚飼料では10％程度と極めて低い。これを解

決するため、近年、農林水産省では飼料用米の生産・利用を推進している。そこで、

対象家畜を中小家畜（豚、鶏）として、①飼料用米を利用する意義、②飼料用米生

産者の技術的利点、③飼料としての栄養価の特徴、④豚における飼料用米給与の利

点及び留意点、⑤鶏における飼料用米給与の利点及び留意点について説明しなさい。

また普及指導員として飼料用米を推進することについて、あなたの意見を述べなさ

い。 


